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IAシンキング
Web制作者・担当者のためのIA思考術

坂本貴史＝著



「IA Thinking」という言葉は造語です。

2010年、米国で開催されたIAの国際会議であるIAサミットで「Design Thinking」というテ

ーマが多かったことに擬えたもので、情報アーキテクチャについて、改めて〈考える〉ことにフ

ォーカスをあてたい、という意味でこの本のタイトルに命名しました。

ウィリアム・シェークスピアの好きな言葉で——

 There is nothing either good or bad , but thinking makes it so.

という言葉があります。

日本語訳としては「良いとか悪いとか、そういうことはではなく、要は本人の考え方次第だ」と

いうことらしいのですが、そもそも「考える」思考力がないと「良い悪い」も判断ができなくな

ってしまいます。これだけ人の意見や情報が溢れている現代においては、自らが「考える」こと

をし続けなければ、あらゆる波に飲まれていってしまうような気さえします。

2010年から日本で「UX」という言葉が身近に聞かれるようになった背景には、ソーシャルネ

ットワークでのコミュニケーションと、それを可能にした技術、クラウドコンピューティングや

スマートフォンに代表されるデバイスの普及があります。

しかし、UXに限らず、抽象的な考え方を可視化する技術を身につける教育機関はあまり多くあ

りません。まわりを見渡しても同じように考える思考を持った人が少ないことに気づきます。

そうした中で改めて「IA」をテーマにする本書は、ただ読み進むだけの本ではなく、実践に活か

すスキルを身につけるための構成にしています。考える力を身につけてもらうため、各章の後半

には「演習」を設け、実践で考えなければならないポイントを数多く紹介しています。

まえがき
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ただし、この演習には正解というものがありません。あるのは、導き方の順序とその順序に沿っ

た形での回答例でしかありません。

正解がないというと、多少乱暴な書き方ですが、日ごろみなさんが直面している現実において、

何をもって「正解」と言えるでしょうか。その正解を導くには、さまざまな課題に向き合って、

1つずつ条件をクリアしていくことや、正論だけでは解決しづらい難題を調整することだと思い

ます。

本書が目指したのは課題解決という視点ではなく、解決方法としての情報アーキテクチャのアプ

ローチです。

そのため、本書ではさまざまな解決方法がある中、情報アーキテクトとしての〈考え方〉にフォ

ーカスをあてています。単に演習と回答があるのではなく、講義・課題・演習・思考のプロセス・

回答例という構成にしており、課題に対し著者が考えるポイントを紹介しています。

本書では、2009年から2010年にかけて取り組んだワークショップや研修で使った教材などを

使って解説しています。

演習の「思考のプロセス」だけを読んでいただいても構いませんし、演習前にある講義部分だけ

を参考にしていただいても構いません。会社の中で勉強会をするときや、セミナーを受けたあと

に復習するという使い方も考えられます。

この本を読んで実践していただき、日ごろの課題に対し、これまでなかった視点や考え方のヒン

トになることを望みます。

最後に、この本を執筆するにあたり多大なる協力を惜しまずしてくれた関係者のみなさん、とり

わけ講義や演習内容に関して多くのご意見をいただいたデジタルスケープの林さんにお礼を申し

上げます。

2011年2月3日

坂本貴史
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本書の構成

本書は、各章のテーマを理解するために必要な読んで理解する知識編と、実際に手を動かして考

えてみる演習編の2種類の内容で構成されています。IA的な業務を行ったことがない場合も一緒

に読み進めながら考え方を独習ができるように配慮しました。

なお、「回答」については、著者が考えた一例です。別の回答や考え方をすることはもちろん可

能です。独習のためのヒントとしてください。

知識編
Chapterの前半は知識編です。

テーマごとに2～4ページで、
読み切りやすいようにまとめています。

IAやWeb制作に役立つ予備知識や書
籍、Webサイト情報もHINTで紹介
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演習編
Chapterの後半は演習編です。演習のねらい→出題→思考のプロセス→回答例と解説という、実習

向けの構成になっています。

演習テーマや問題を解くための知識
を1ページ程度でまとめています。

著者ならばどのように問題を解くか、
2~3段階のプロセスで IA的な思考法
をまとめています。

問題文と問題に取り組む手順、材料を
もとに、実際にIAを行ってみましょう。

回答例と、回答に関する補足解説です。あく
まで一例ですが思考法を学ぶ補助として読み、
独習で作成した回答とも比べてみましょう。

演習を通じて学んでほしい内容のま
とめです。

IAを行う際の著者ならではの視点を
ピックアップしました。
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・ 本書に掲載されているWebサイトの画面は、運営元各社のご好意などにより掲載させていただきましたが、本書で行
った分析はあくまで解説のためであり、実際のWebサイト運用やWebサイト運営者と本書の内容は一切無関係です。
本書に関するお問い合わせなどを各社へ行わないでください。

　・ 本書は2011年2月現在の情報にもとづいています。本書発売後に実際のWebサイトのデザインや内容などが変更され
ている場合がありますのであらかじめご了承ください。

・ 本書内の写真、イラストおよび画像、その他の内容に関する著作権は、著作権者あるいはその制作者に帰属します。著
作者・制作者・出版社の許可なく、これらを転載・譲渡・販売または営利目的で使用することは、法律上の例外を除い
て禁じます。

・ 本書記載の商品名・会社名は、すべて関係各社の登録商標または商標です。可読性を高めるため、それらを示すマーク
等は記載しておりません。同様の理由により、会社名やソフトウェア名等を略称で表記していることがあります。

・ 本書の制作にあたっては正確な記述に努めましたが、著者・出版社のいずれも内容に関してなんら保証をするものでは
ありません。

ご利用上の注意
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Chapter 1

IAというスキル

1-1 はじめに

1-5 プロジェクトデザインと可視化

1-2 価値化

1-6 成果物

1-3 プロセスとスキル

1-7 理論と実践

1-4 ユーザーエクスペリエンスデザイン

コラム Webにおけるエコシステム

情報アーキテクチャ（IA）はだれのものか、Webサイトの構築とどう関わ
るのかを考えたときに、まずはじめに考えなければならないのが、その価
値と実現方法です。IAの価値を理解するためには、さまざまな経験則を
もとに全体像を俯瞰し創造する力が必要です。IAの視点を持つことによ
り、豊富な着眼点と視野の広さを身につけることができます。



情報アーキテクチャとインフォメーションアーキテクト

「IA（アイ・エー）が重要」という言葉がよく聞かれるようになってきましたが、そのIAとは専門

家のことを指しているのか工程（プロセス）を指しているのか、はっきりしないことが多々あり

ます。そのほとんどの場合、両方を指していて、話し手が区別していないことが多いようです。

一般に、IAとは次のどちらかを指します。

IAとは

1.   情報アーキテクチャ

 【英】Information Architecture

 概念や分野

2.   インフォメーションアーキテクト

 【英】Information Architect

 専門家や役割（情報アーキテクチャを行う人）

英語で書くと「ure」をつけているかいないかだけの差になってしまいますが、言葉の使い分けを
することにより、意味の違いが明確になります。

たとえば、「デザインが重要だ」ということを、「情報デザインが重要だ」とするか、「デザイナー
の役割が重要だ」というのでは、意味することが違ってきます。「情報アーキテクチャ」と「イン
フォメーションアーキテクト」の使い分けにも、これと同じようなことが言えます。

そこで本書では、概念や分野に関しては「情報アーキテクチャ」、専門家や役割に関しては「イン
フォメーションアーキテクト」と、用語を使い分けていきたいと思います。

専門家としてのIA——インフォメーションアーキテクト

最初に述べたような専門家と工程の混乱は、もともとIAの専門家（インフォメーションアーキテ

クト）が不在なことから起こるように思われます。しかしその結果として、工程（プロセス）から

もIAが外れてしまうことが多いようです。

まず、専門家である IAの「インフォメーションアーキテクト」を考えた場合、米国など海外とは

IA（アイ・エー）という肩書きを持つ人をご存じでしょうか。また、どのような
ことを指しているのかを人に説明できるでしょうか。専門家でなくてもこれらに
ついて理解し説明できるようになることは、今後のWebサイトの活用方法を検
討するうえでとても重要です。

Chapter

11 はじめに
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異なり教育機関もまだ少ないことをふまえると、日本のWebデザインの現場で専門家を求める

のは非常に難しいと言えます。

最近ようやく、資格（HCD-net HINT 1 やWebデザイナー検定 HINT 2 など）にも情報アーキテク

チャの分野が含まれるようになり、分野としての知識を得られる書籍やWebサイトが増えてき

ました。ですが、実際の職場において分業が成立している会社は、（外資系を中心にみたとして

も）日本国内においてはまだまだ少ない印象です。

工程としてのIA——情報アーキテクチャ

一方、工程（プロセス）におけるIAの「情報アーキテクチャ」はWebサイト全体の骨格部分を指す

重要なタスクという認識があるため、工程として重視される傾向にあると言えます。簡単に説

明すると、情報アーキテクチャとは最終デザインの元になる設計図を作る作業です。情報アー

キテクチャという言葉は知らなくても、サイトストラクチャやワイヤーフレームなどの成果物

の名前はWebサイト構築に携わる方であれば耳にした経験があるでしょう。

IAの工程やプロセスは現在でも重要視されているようですが、現場には IAの専門家がいないた

め、実際にはその価値が判断されにくい状態にあると考えられます。その結果、顧客にも制作

側にも認められず、軽視されてしまうという現象が起きているのではないでしょうか。

専門家（インフォメーションアーキテクト）を探して見つからなければ、チームに参加してもら

うことは叶いません。その代わりに、専門家がいなくても「情報アーキテクチャ」の価値を判断
しやすくする必要がありそうです。 

HCD-net
人間中心設計推進機構
（HCD-Net）は「人間中心
設計」を効果的に商品、
サービスやシステムの企
画・開発に導入できるよ
う、公の立場で研究、人
材育成などの社会活動を
行っていくNPO団体です。

Webデザイナー検定
CG-ARTS協会が実施し
ている検定資格。Webデ
ザイナーに必要とされる
Webデザインの基本か
ら、制作に必要なページ
デザインや動きと音の効
果、テスト・評価、運用
に至るまでの知識と技能
を評価する試験

HINT 1

HINT 2
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情報アーキテクチャの価値化

情報アーキテクチャの価値を見出し、Webサイト制作に役立っているということを第三者から

でも認識しやすくするために、私たちは次の2つのことをつねに念頭におき、実行を心掛ける必

要があります。

情報アーキテクチャを価値化するために必要なこと

•  対価に換算すること（そもそも見積りに入っていない場合が多い）

•  タスク化すること（そもそもスケジュールに含まれていない場合が多い）

どちらもプロジェクト管理の視点で考えれば、できていて当然なのですが、対価やタスク化に

ついての判断は誰にでもできるかと言えばそうではない現状があります。

これらができていない（しにくい）状況は、いわゆる日本の代理店業務に代表される「丸投げ」の
構造に起因するように思います。「Webディレクター」と呼ばれる人の役割の広さやタスクの多
さが悪影響をおよぼしていると考えられます。

WebディレクターとWebデザイナー

日本国内のWeb制作会社には必ずと言っていいほど「Webディレクター」がいて、その下に
「Webデザイナー」という役割があります（ 図1 ）。

Chapter

21 価値化
情報アーキテクチャの価値を見出すことで、自分が取り組んでいるタスクの意味
や成果について理解を深めることができます。とくに、WebディレクターやWeb
デザイナーという肩書きだけで、役割を判断しないようにすることが大切です。

WebディレクターとWebデザイナーの役割と情報アーキテクチャ図1

Webディレクター
（管理）

Webディレクター
（管理）

情報アーキテクチャ？情報アーキテクチャ？

Webデザイナー
（デザイン）

Webデザイナー
（デザイン）
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この2つの役割が前提となることで、情報アーキテクチャという分野をどちらが受け持つのかが、

判断しづらくなっています。

Webディレクターの立場にとって、情報整理から情報設計まで非常にさまざまなスキルが必要

になります。他方のWebデザイナーの立場からすれば、デザイン領域だけで考えるには抽象的

な要素が多すぎるので、最終成果物（ビジュアルデザイン）とは異なるスキルが必要になります。

その結果、情報アーキテクチャは、どちらの立場からも押しやられて中途半端なものになって

しまっている場合が多いのではないでしょうか。

このように、役割判断がしづらく、それぞれの立場でカバーしづらいスキルが必要だからとい

っても、情報アーキテクチャがWebサイト構築には必要なスキルであることには違いありませ

ん。問題は、そのスキルをどのように役割分担していくかです。そこで、「タスク化」する必要性
が生まれます。タスクが発生すれば、当然、何らかの対価を発生させる必要があります。

しかし情報アーキテクチャへの理解が浅いWebディレクターの場合、対価換算やタスク化はで

きません。反対に情報アーキテクチャへの理解が深いWebデザイナーがいても、対価やタスク

に反映されていなければ情報アーキテクチャはプロジェクトにとって余分な作業でしかありま

せん。

したがって、Webサイト制作についての全般をWebディレクターが統括する傾向が強い国内の

Web制作会社では、情報アーキテクチャの価値はまずWebディレクターが理解していく分野と

して受け止める必要があると言えるでしょう。

さらにいうと、Webディレクターより上流に位置する役割の人々（発注者、営業窓口など）が、

情報アーキテクチャの価値を理解する必要があります（ 図2 ）。

役割別にみる「情報アーキテクチャ」の理解深度図2
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価値化のプロセスとスキル

情報アーキテクチャの価値を判断するためには、最低限の知識も必要になります。本節では、

最低限知っておくといい2つの図を紹介しながら情報アーキテクチャの役割をとらえ直してみま

しょう。どちらも米国のAdaptivepath社の代表を務めるJJG（ジェシー・ジェームズ・ギャレ

ット）氏 HINT 1 が作成した図です。対象を「ユーザーエクスペリエンス」（20ページ参照）とした

ものですが、ここでは、わかりやすいように「Webサイト構築」としてご紹介します。

この図を知っておくことで、Webデザイナーやインフォメーションアーキテクトの役割を、全

体（工程）を通して理解を深めることができますし、可視化することでコミュニケーションに使

えます。

Webサイト構築に必要なプロセス

まずは、「Webサイト構築に必要なプロセス」の図を紹介しましょう（ 図1 ）。Webサイト構築に

必要なプロセスを、目的・要件・情報アーキテクチャ・情報デザイン・グラフィックという5段

Chapter

31 プロセスとスキル
情報アーキテクチャがWebサイト構築に欠かせない重要なプロセスだと理解し
ていても、プロセスを実行するための体制やスキルがないと意味がありません。
そうした課題をチーム内でどう解決するのかを、プロジェクト全体の視点で見直
していくことが重要です。

原題：Element of User Experience

Webサイト構築に必要なプロセス図1
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階のレイヤーで示したものです。下から上への時系列になっており、抽象的なものから具体的

なものになるまでの工程がレイヤーとして積み重なっています。

この図から、最上部の「表層（ビジュアルデザイン）」を実行するためには、残りの4つの段階が

必要なことがわかります。「情報アーキテクチャ」というレイヤーがちょうど中央に位置し、プロ
セスとしても重要なステップであることが見てとれます。また、上下のレイヤーから、情報ア

ーキテクチャを実行するために必要なステップを理解できるでしょう。腕のいいWebデザイナ

ーであれば、この5つの工程を無意識に実行している場合が多いと考えられます。

またWebディレクターにとっても、自分の役割がどこからどこまでを指しているのか、理解し

やすいのではないでしょうか。Webサイトを企画したことがある人であれば、工程のはじめ（つ

まり最下部）に「目的・ユーザーニーズ」がある点も、納得がいくと思います。

つまり「情報アーキテクチャ」とは全工程のうちの中心に位置するものであると同時に、必要不
可欠なプロセスとして理解することができます。

Webサイト構築に必要なスキル

次に紹介するのは直訳すると「9本の柱」という図です（ 図2 ）。ここでは意訳して、「Webサイト

構築に必要なスキル（メンバー）」としましょう。

7つの六角形の柱には、大きく3つグループがあり、左側の2つがテクノロジー、中央の3つがデ

ザイン、右側の2つがコンテンツとなっています。

蜂の巣型の7つの柱と、「プロジェクト管理（戦術側）」と「ユーザー調査（戦略側）」の計9つの柱からなる
原題：Nine Pillar

Webサイト構築に必要なスキル図2
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ジェシー・ジェームズ・
ギャレット
Jesse James Garrett
は米国のデザインコンサ
ルティング会社Adaptive 
path社の創設メンバーの
一人。「AJAX」という言
葉を命名したことでも有
名。個人ブログ「jjg.net」
ではIAやUXに関する有
益なリソースが公開され
ている。
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この図も工程を時系列に並べており、画面下半分が戦略タスクを示しており、最下部には調査（リ

サーチ）があります。画面上半分が戦術タスクを示しており、最上部に全体を管理する「プロジ
ェクト管理（マネジメント）」があります。

この図も、Web制作に関わる各自の役割を可視化する際に有効なツールとして見ることができ

ます。3つの大きなグループである「テクノロジー・デザイン・コンテンツ」のうち、自分のスキ
ルがどのあたりをカバーするのか、また自分がプロジェクト体制を考えているのであれば、ど

のようなスキルが必要になるのか、などです。

「情報アーキテクチャ」については、この図でいう「中央のデザイン」グループのうち、まん中と
下半分を含むと考えられます。したがって、「戦略」部分においてサイト全体を通じたプランニン
グに関わり、「戦術」に関してはデザインにおいて抽象度が高いタスクを受け持つ役割となります。

つまり「情報アーキテクチャ」とは「デザイン」が大きく関係してくると同時に、「テクノロジー」
や「コンテンツ」についても検討をしていく必要のある領域と理解することができます。

IAとは（専門家ではなく）スキルである 

「情報アーキテクチャ」を理解するには「プロセス」と「スキル」が大きく関係してくることを紹介
してきましたが、専門家としての「インフォメーションアーキテクト」についてはどのように考
えるべきでしょうか。

実際に専門家と呼べるような人材は少なく、教育機関も少ないことはChapter 1-1で述べたと

おりです。価値化においての理解は、まずWebディレクターが深めていくことが重要だとも述

べました。

紹介したプロセスの図では、プランニングからビジュアルデザインを行う工程の一部分を示し、

スキルの図においては、デザイン領域が密接に関係していることがわかりました。このことか

ら、「情報アーキテクチャ」という役割はWebディレクターやWebデザイナーなど既存の役割に

対して明確に割り振ることは難しく、「テクノロジー」や「コンテンツ」など幅広いスキルが必要
なことがわかります。

したがって、これら「情報アーキテクチャ」に関する専門知識や経験則を「スキル」としてとら
え、「インフォメーションアーキテクト」を専門家ではなく、WebディレクターやWebデザイナ

ーに限らずWeb構築に関わる人全員が新たに持つべきスキルとして定義することで、IAのあり

かたを捉え直すことができると考えます。
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仕事でWebサイトを制作していると、つい、自分が担当する1ドメインのみでものごとを考えがちですが、情報

アーキテクチャの視点で見れば、1ドメインで閉じたWebサイトなどないということを忘れてはいけません。も

ちろん、会員サイトやイントラネットであれば非公開の部分もあるかもしれません。そうだとしても、そのサイ

トへのアクセスにはさまざまな方法が考えられます。社内からのアクセスに限定している場合でも、具体的には

WebブラウザのURLやブックマークからアクセスをするでしょうし、イントラネットの専用ポータルサイトか

らアクセスすることもあるでしょう。

Web全体は、さまざまな情報から成り立っている大きなシステムであり、それぞれのWebサイトが関係しあい、

つながっていることを前提にしておかなければなりません。

Webの情報アーキテクチャを考える場合にも、この前提をふまえると、「Webページ」「Webサイト」「企業がもつ
Webサイト群」としてのサイト群、そしてそれらのサイト群と他サイトとの関係全体を捉えた巨大な「Webエコ

システム」の4つの単位を考えて設計しなければなりません。

Webエコシステム
（生態系）

企業が持つWebサイト群

Webサイト

Webページ

なぜそのようなことを考える必要があるのかは、誰でも経験したことがある次のことから容易に想像できると思

います。

•  検索エンジンから直接Webサイトの深い階層にたどり着いた。

•  あるWebサイトの閲覧中、ブックマークから違うWebサイトに移動した。

つまり、Webサイトはすでにトップページから順番に見ていくものではなく、すべてを見終えてから別のWeb

サイトに移動するものでもないということです。1ドメインのWebサイトの情報アーキテクチャを考えるだけで

は、その設計図（サイトストラクチャ）の末端にある階層の深いページを、あたかも行き止まりのように見てしま

い兼ねません。しかし、Webのエコシステム全体を考えた場合には、検索エンジンから直接たどり着く可能性も

考えられるわけです。

また、最近ではソーシャルネットワークサービスの普及にともない、検索エンジンからの流入に加えて、特定

のコミュニティでの話題から直接Webサイトにたどり着く傾向も増えてきました。つまり、ユーザーにはその

Webサイトの利用方法まで強制できるものではないため、どこから来てどこに向かうのかを想定した上で、より

使いやすい、より利用しやすいWebサイトを提供する必要があります。

 

Webにおけるエコシステム

Column
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